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豚の胃には腹腔動脈から分枝する左胃動脈,左胃大網動脈,右胃動脈,右胃大網動脈等の分布が

知られているが1',従来その細部についての詳細な記載はなかった.

最近,豚に胃潰場が多発し,その原因として血管変性説2), 血行障害説3)が挙げられ, また人の

消化性潰湯では,精神神経ストレス説,迷走神経緊張先進説,血管異常説などが提唱され4', 神経

や血管が胃潰場の発症と緊密な関係にあることがうかがえる.そこで筆者らは,豚胃壁の血管系を

調べ,その分布 ･構築が胃潰場の発生とどのような関係にあるかを検討した.

実験材料および方法

供試材料は体重約 90kgの豚4頭で,血管の観察は主として次の方法によった.すなわち,豚に

-バリンを注射し,約10分後に電殺. 開腹後,ただちに腹腔動脈から生食水を注入して血管を湾

読,胃全体が白みを帯びたころ, 生食水に代えて 40-50oC に加温した硫酸バリウム液 (硫酸バリ

ウム1+水1+10%ゼラチン2+少量の墨汁)を注入, 次いで胃全体を10%ホルマリン液中に浸

潰 ･固定後,胃壁の検索部位を切出し,Softex(25KVP,15mA,micro波)にかけて平面的お

よび断面的観察を行なった.その際,造影剤としてウログラフイソも試用してみたが,血管外-渇

出する率が高いので使わないことにした.なお,上記と同じく生食水による血管濯流後,5-10%

ゼラチン加墨汁を注入したものにつき,厚さ 100pのパラフィン切片を作 り,-マトキシリン･エ

オジン染色を施して組織学的観察に供した.
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観 察 結 果

1.血管分布の肉眼的観察

豚の胃に分布する動脈を肉眼的に観察した所見は第 1図に示すとおりである (動脈に付した番号

は加藤の著書1)による).

Chart1. DiagralllOfthearteriesoftheswinestomach.

C Cardia, P Pylorus, D Diverticulum ventriculi,S Spleen,
155 A･celiaca, 156 A･1ienalis, 158 Aa.gastricaebreves,
160 A･gastroepiploicasinistra, 161 A.gastricasinistra,
161D A･diverticuli,162 A.hepatica, 164 A.gastroduodenalis,
164A R･gastricusfrom A･gastroduodenalis, 166 A.gastl･oe-
piploicadextra, 167 A.gastricadextra.

155･ 腹腔動脈 第一腰椎付近で腹大動脈から不対に分岐し, 156. 脾動脈, 162. 肝動脈,

1糾･ 胃十二指腸動脈の3校を分かつ･ 158･ 短胃動脈 肺動脈 (156)から胃の大轡に向けて分

岐する数本の小枝･そのうち胃憩室に向うものが最強･ 160.左胃大網動脈 肺動脈 (156)の延

長で･その本幹は右胃大網動脈 (166)と吻合するが,途中,胃底に向け大枝を分かつ. 161.左胃

動脈 牌動脈 (156) の起始部付近から分かれる強枝で, 胃の小轡から進入. 多くの枝に分かれ

て胃壁中を下 り, 胃体で左 ･右胃大網動脈 (160,166)の枝と吻合. この動脈は腹腔動脈から直接

分枝することもある･ 161D･ 胃憩室動脈 牌動脈 (156)の起始部付近から起こる小枝で, 噴

門へ向い, 前胃部に小枝を与えたのち, 胃憩室をはさんで数枝に分かれる. この動脈は左胃動脈

(161)から分枝することもある1'･ 164A･ 胃十二指腸動脈の胃枝 胃十二指腸動脈 (164)の途

中から幽門部の小響側-向 う小枝･ この動脈は成書に記載をみない･ 166･ 右胃大網動脈 胃十
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二指腸動脈 (164)から分かれる強枝で, 胃の大轡沿いに幽門部から胃底に向い, その本幹は左胃

大網動脈 (160)と吻合.途中,胃底の右半分に小枝を分かつ. 167. 右胃動脈 肝動脈 (162)

の途中から分かれる強枝で,左胃動脈 (161)に対応する動脈である. 左胃動脈との間に小轡部を

横切る2本の吻合枝を認めたが,これは成書に記載がない.

2. 血管分布のⅩ線的観察

A.平面的所見 (Figs.1,2)

1) 前胃部 左胃動脈 (161), 胃憩室動脈 (161D)および右胃動脈 (167)の枝が分布し, こ

れらは互いに吻合して密網を形成する. なお,この部の末梢動脈は腺胃部のそれに比し,すこぶる

蛇行性に富むのが特徴である.

2) 噴門部 (1)胃憩室 胃憩室動脈 (161D)が分布し,一部は短胃動脈 (158)の枝を受

ける. (2)胃憩室以外の噴門部 短胃動脈 (158)),胃憩室動脈 (161D),左胃動脈 (161)およ

び右胃動脈 (167)の枝が分布する. この場合, 胃の臓側面と壁側面-紘, 胃底寄 りに左胃動脈と

右胃動脈, 胃憩室動脈の両側枝, 胃憩室下部に短胃動脈と胃憩室動脈の1校がそれぞれ対応しなが

ら走る.噴門部の動脈は概して単調な樹枝状を示し,末梢部の蛇行は胃の各部中最も少ない･

3) 胃底 小響側から左胃動脈 (161)と右胃動脈 (167),大轡側から左胃大網動脈 (160)ど

右胃大網動脈 (166)の枝が分布する. これらは互いに吻合して大小の網眼を形成し,末梢部はか

なりの程度に蛇行を示す.

4) 幽門部 小轡側から左胃動脈 (161),右胃動脈 (167), 胃十二指腸動脈の胃枝 (164A),

大響側から右胃大網動脈 (166) の枝が分布する. これらの動脈は 胃底と同じく互いに吻合して網

眼をつくり,その末梢部はかなり蛇行している･

B.断面的所見

胃壁の各部を, それぞれ幅 1cm,5mm,2･5mm に切出し, その断面を Softexで観察した

所見は次のとおりである.

1) 前胃部 (Fig.3) 全般的に筋層が厚いので,該層の血管分布は豊富である･ 前胃部に達

した動脈は,奨膜内で多くの枝に分かれたのち,筋層各部に小枝を与える･ これらの小枝は蛇行し

ながら筋層を貫通し,粘膜下組織-進入.粘膜下織内においては,血管は互いに吻合して目の粗い

粘膜下動脈網5,･6,を形成. これらの動脈からさらに多数の小動脈を派生し･その一部は付近の組織

を養い, 大部分は粘膜筋板を突破して粘膜固有層に入 り,比較的目の細かい粘膜動脈網5'･6) を形成

する. 前胃部の静脈の走行はおおむね動脈のそれと一致し,粘膜静脈網および粘膜下静脈網6) を経

て筋層の静脈に連なり,次いで胃壁外-去る･

2) 腺胃部 (Fig.4) 腺胃部は一般に筋層が薄いので,筋層の血管よりも粘膜下動脈網およ

び粘膜動脈網が目立って見える.すなわち,筋層には大きい血管は比較的少なく,ほぼ直線状に走

る多くの小枝が認められる･ 粘膜動脈網から出る毛細管は胃腺および上皮下に向けクシの歯状に進

入する.この毛細管の長さは胃腺の高さによって異なり,胃底腺のものが最も長く･次いで幽門腺･

噴門腺の順である･ 一方,胃腺から出る静脈は粘膜固有層で腺下静脈網6'をつくり,これより発す

る小静脈は粘膜筋板を貫いて粘膜下組織に至り,粘膜下静脈網を形成する･

5. 血管分布の組織学的観察

動脈にゼラチン加墨汁を注入したものの組織標本を, 光顕的に観察した所見は 次のとおりであ

る.

1) 前胃部 (Fig･5) 粘膜動脈網は粘膜上皮下で毛細管網をつくり, 固有層乳頭内に毛細管
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係蹄を形成する. しかし, いずれの部位でも毛細管が上皮層内に進入することはない. 前胃部で

紘, これら毛細管網は粘膜動脈網そのものによって構成される点が特徴である. また当該毛細管

は,部厚い粘膜上皮層の栄養にあずかる関係上,その管径が腺胃部のものに比し著しく大である.

2)腺胃部 (Fig.6) 粘膜動脈網から分脈する毛細管は胃腺の部位で密網をつくり,腺管を

纏絡しつつ上皮下固有層に達し,狭義の上皮下毛細管網をつくる.一方,それらの毛細管を集めた

細静脈は,単独または吻合しながら胃腺を下り,固有層で腺下静脈網を形成する.

以上のⅩ線的および光顕的所見を基とし,豚胃壁 (前胃部 ･腺胃部)における血管の分布 ･構築

を模式的に示すと第2図のとおりである.
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Chart2. Diagramsofthearteriesofswinestomach.

A mucosa,B submucosa,c muscularis,D serosa,
x submucosalarterialnetwork, y mucosalarterial
network, 2:SubepithelialcapillarylneSh.

考 察

豚の胃壁における血管の分布 ･構築は,第2図のごとくであり,前胃部と腺胃部とではかなり相

違が見られる･すなわち,前胃部では筋層が厚いため,それを貫いて走る血管が長い.また粘膜動

脈網がそのまま上皮下毛細管網となり,かつ,部厚い上皮層を養うためその管径はすこぶる太い.

他方,腺胃部は筋層が薄いため･ これを貫いて走る血管が短く,また粘膜動脈網より発する上皮下

毛細管は胃腺に重点的に分布したのち,狭義の上皮下毛細管網-と移行する.

最近･ 豚の胃潰癌は前胃部のみならず幽門部にも多発することが報告されている7'･8, この事実

からすると,前胃部と腺胃部における血管の分布 ･構築の違いは胃潰癌発生の重要な原因ではない
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ことになる. 一方,山口9)は,豚の前胃部潰場は主として飼料の性状に関連して起こり,腺胃部潰

場はストレスによって起こると示唆し,また加藤10'は反対に,腺胃部潰場がストレスばかりで起こ

るものではないとの考えを述べている. 腺胃部潰場がストレスのみによって起こるとすれば,幽門

部7)･8'に限らず噴門部や胃底にも発生してよいはずである. さらに,腺胃部の血管分布をみると,

噴門部,胃底および幽門部でその構築に基本的差異は認められない. したがって,腺胃部潰場の原

因はストレスなどの内因的要素 (壁内血管に第一義的原因がある意) だけでなく, 胃液の性状なら

びにその作用時間など,外因的要素 (胃内腔側に第一義的原因がある意) もかなり重要な関連を有

するものと思われる.前胃部の血管系についてみると,上記の可能性は一段と強い･すなわち,前

胃部の上皮層は腺胃部と違って粘液細胞を欠き, 胃液に対しては全く無防備に近いため, 胃液の作

用によって往々角化を起こし, また角化が進行して上皮層の剥離やヒビ割れを生ずることが多い･

そのため,上皮が剥離した部分, またはヒビ割れの部位から胃液が固有層に侵入して上皮下毛細管

に障害を及ぼし,その程度いかんにより潰癌やびらんを生ずることが考えられる･

以上のように,血管の分布 ･構築の面からみると,豚の胃潰癌は胃内腔側の原因,すなわち,胃

液により先ず粘膜上皮が侵され,次いで上皮下毛細管が二次的に障害を受けて発症する可能性が大

きいように思われる. なお,胃内腔側からの外因的要素についてはさらに後報 (第4報)でも詳述

したい.

要 約

体重約 90kgの豚4頭を用い, 胃壁に分布する血管系を観察し, 胃潰場発生との関係を検討し

た.腹腔動脈から硫酸バリウムまたはゼラチン加墨汁を注入したのち,胃全体を10%ホルマリン液

で固定,胃壁の検索部位を切出し,硫酸バリウム注入材料については Softexにより, また墨汁注

入材料は組織切片を作製して観察した･得られた結果は次のとおりである･

1) 前胃部には左胃動脈,胃憩室動脈および右胃動脈の枝が分布する･ これらの動脈は部厚い筋

層を蛇行しながら走り,粘膜では粘膜下動脈網と粘膜動脈網を形成する･ 前胃部では･粘膜動脈網

がそのまま粘膜上皮下毛細管網となるが,その管径はすこぶる太い･

2) 噴門的には胃憩室動脈,短胃動脈,左胃動脈および右胃動脈の枝が分布し, 胃底には左胃動

脈,右胃動脈,左胃大網動脈および右胃大網動脈の枝が分布,幽門部には左胃動脈,右胃動脈,胃

十二指腸動脈の胃枝および右胃大網動脈の枝が分布する･ これらの血管は薄い筋層をほぼ直線状に

貫いて粘膜-向い,粘膜下動脈網と粘膜動脈網を形成する･ 腺胃部の粘膜上皮下毛細管は粘膜動脈

網から起こり,胃腺で密網を形成したのち粘膜上皮下に連するが,噴門部, 胃底および幽門部を比

戟して,その基本的構造には差異を認めない･

3) 胃壁に分布する血管所見から,豚の胃潰場は粘膜上皮下毛細管と胃液との関係,すなわち,

胃内腔側からの原因によって発症する可能性の強いことが考えられる･

この研究に協力いただいた専攻学生の矢野安正,是枝-紀,那須哲夫の諸君に厚 くお礼を申し上

げる.なお,本研究の要旨は第77回日獣学会 (東京,'74)において口頭発表した･
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Summary

Therelationshipbetweenthebloodvesselsdistributedinthegastricwalland

theoccurrenceofgastriculcerwasstudiedinfourp上gsWeighingabout90kg
each.Thedistributionofbloodvesselswasobservedmainly inthefollowing

manner.Barium sulfateorgelatinatedIndian ink wasinjectedintotheceliac
artery.Afterthatthewholestomachwas丘Ⅹedin10percentformalinsolution.

Itwascutintosectionsofappropriatesize.Specimensin手ectedwith barium
sulfatewereexaminedbyasoftex.Specimensinjectedwith gelatinatedlndian
inkwerecutintohistologicalsectionsformicroscopicalobservation.Theresults
obtainedaresummarizedasfollows.

1) Thebranchesoftheleftandrightgastricarteriesandthediverticular

branchofthesplenicartery weredistributedintheesophagealreglOn Ofthe
stomach.Theytookwinding coursesinthethickmusclelayertoreach the
mucosa,wherethey formedasubmucosalandmucosalarterialnetwork.The

mucosalarterialnetworkitselfturnedtobeasubepithelialcapillarymeshinthe
esophagealregion ofthestomach.Itwascharacteristicofthismesh tobe

composedofcapillariesofverylargecaliber.
2) Thebranchesoftheshort,left,andrightgastricarteriesandthebranches

ofthesplenicarteryweredistributedinthecardiacreglOnOfthestomach.The
leftandrightgastricandtheleftandrightgastroepiploicarteriesweredistribut-

edinthefundusofthestomach･Theleftandrightgastricarteries,thegastric
branch ofthegastroduodenalartery andabranch oftherightgastroepiploic
arteryweredistributedinthepyloricreglOnOfthestomach.Allthebloodves-

selstooknearlystraightcoursestopenetratethethin musclelayertowardthe
mucosa.Finally,theyformedasubmucosalandamucosalarterialnetwork.

ThesubepithelialcapillariesoftheglandularreglOnOfthestomachwereorlginat-
edfrom themucosalarterialnetwork,formedadensemesh aroundthegastric
gland,andweredistributedunderthemucosalepithelium.Therewerenodef-

ferencesinbasicstrtlCtureamongthecardiac,fundic,andpyloricregionsofthe
stomach.

3) Discussionwasmadeonthebasisoftheresultsofobservation on the

bloodvesselsdistributedinthegastricwall･Itrevealedahighpossibilitythat
swinegastriculcermightbeinducedby therelationshipbetweensubepithelial
capillariesandgastricjuice;thatis,byacausederivedfrom insideofthelumen
ofthestomach.
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ExplanationofPlates

Fig.1 Radiograph ofarteriesinjected contrastmedia in tllelessorcurvatureofswine

stomach.Theesophagealregion isshown in thearea enclosed by awire.Y

Diverticulum ventriculi,P Pylorus,158 Aa.gastricaebreves,161 A.gastrica

sinistra, 161D A･diverticuli, 164A R.gastricusfrom A.gastroduodenalis, 166
A.gastroepiploicadextra, 167 A.gastricadextra.

Fig.2 Radiograph ofarteriesin thegreatercurvatureofswinestomach. Leftsideis

cardiacregion. 158 Aa.gastricaebreves, 160 A.gastroepiploica sinistra, 164A

R.gastricusfrom A.gastroduodenalis.

Fig.3 RadiographofacrosssectionintheesophagealreglOn Ofswinestomach.x sub一

mucosalarterialnetwork,y mucosalarterialnetwork.

Fig.4 Radiograph ofa crosssection in thefundusofswinestomach. x submucosal

arterialnetwork,y mucosalarterialnetwork.

Fig.5 MicroscoplCObservationofarteriesotmucosa in theesophagealreglOn Ofswine

stomach. Mucosalarteries(yZl)connecteddirectly by subepithelialarteriesand

form thecapillaryloopsinthepapillaoflaminaproprlamuCOSae.

Fig.6 MicroscoplCObservation ofarteriesofmucosa in thefundusofswinestomach.

Capillariesderivedfrom mucosalarteries(y)Surroundthefundicglandwitlldense

meshesandform thesubepithelialplexus(Z).
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